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内
田
博
文
先
生
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
末
を
も
っ
て
本
学
を
ご
退
職
な
さ
い
ま
し
た
。
法
学
部
教
員
一
同
か
ら
先
生
へ
の
敬
愛
と

感
謝
の
念
を
込
め
て
、
本
号
を
献
呈
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

内
田
先
生
は
、
一
九
四
六
年
九
月
一
四
日
大
阪
府
に
生
ま
れ
、
一
九
六
九
年
三
月
京
都
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
京
都
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
民
刑
事
専
攻
修
士
課
程
を
経
て
、
一
九
七
一
年
愛
媛
大
学
法
文
学
部
助
手
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
同
大
学
講

師
を
経
て
、
一
九
七
五
年
神
戸
学
院
大
学
法
学
部
講
師
に
着
任
し
、
一
九
七
六
年
同
大
学
助
教
授
、
一
九
八
五
年
同
大
学
教
授
に
任

用
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
八
年
九
州
大
学
法
学
部
教
授
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
組
織
変
更
に
よ
り
同
大
学
大
学
院
法
学
研

究
院
教
授
）
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
二
〇
一
〇
年
三
月
同
大
学
大
学
院
を
退
職
さ
れ
、
同
年
四
月
再
び
神
戸
学
院
大
学
（
法

科
大
学
院
教
授
、
後
に
法
学
部
教
授
）
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

内
田
先
生
は
、
四
〇
数
年
に
わ
た
る
研
究
生
活
を
、
刑
法
学
に
お
け
る
歴
史
研
究
の
意
義
と
方
法
を
も
含
め
た
近
代
刑
法
史
お
よ

び
近
代
刑
法
学
史
の
研
究
に
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
著
作
が
『
刑
法
学
に
お
け
る
歴
史
研
究
の
意
義
と
方
法
』

(

九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
と
『
日
本
刑
法
学
の
あ
ゆ
み
と
課
題
』(

日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

先
生
の
ご
研
究
の
集
大
成
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
内
田
先
生
は
、
刑
事
法
学
分
野
に
限
ら
ず
、
広
く
人
権
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
啓
蒙
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
に
も
従
事
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
検
証
活
動
が
そ
の
象
徴
的
活
動
で
す
。
先
生
は
ま
さ
に
行
動
す
る
研
究
者
で

献

辞



も
あ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
こ
の
姿
勢
は
、
私
達
後
進
の
者
に
と
っ
て
の
範
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。
先
生
の
か
か
る
研
究
姿
勢
の
本

質
的
特
徴
を
称
し
て
、「
人
間
回
復
の
刑
事
法
学
」(

内
田
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
刑
事
法
と
歴
史
的
価
値
と
そ
の
交
錯
』(

法
律

文
化
社
、
二
〇
一
六
年
）
序
文
よ
り
）
と
呼
ば
れ
る
の
も
、
至
極
当
然
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

内
田
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
、
益
々
ご
健
勝
で
あ
ら
れ
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
ご

指
導
・
ご
教
授
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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